****に関する研究（MSゴシックBold 10.5pt）

4年○組×番　生田　次郎（Bold　9pt）
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1.　はじめにorまえがき（MSゴシック9pt　2行）

　ここでは卒業研究の目的，研究の背景，従来の研究を調べた結果について参考文献1)～4)を引用しながら簡潔に述べる．どのような問題をどのように解決しようとしているのか，それによって，社会のどのように貢献できるか，等を明確に述べる．
2.　実験装置と実験方法または理論解析（MSゴシック）

2.1　実験装置（MSゴシック）

　本実験で用いた試験機の側面図を図1に示す．リニアベアリング8連寿命試験機4台は，3.7 kWのインバータ付きモータを75 rpmで回転させ，ピストンクランク機構でストローク200 mmの往復直線運動に変換し，250 mmの低摩擦エアシリンダで負荷された．．．．．．．．．．．．

・　図1のサイズ自体はこれでよいが，寸法線などは必要最小限でよい．

· 図の中の文字がわからない．少なくとも　ああああああ＝8pt，程度は欲しい．

· 図1の例であれば，図面の下半分省略可．要工夫．

· 本文の中で図表の説明は省略しないように．また，図表の説明で最初のものは太字例図1で書くこと．
· 図表は表現方法に工夫をするように．

3.　実験結果と考察または理論解析結果と考察

3.1　*************************(1行)
　軌道面上の任意の場所がそれぞれ90 ％の確率で残存する場合の定格荷重を求め，確率乗法定理を適用し，ガイドブロックとレールの軌道面1列に対する転動体荷重Qceを求める．いま，fを適合係数，Daを玉径，Stを直動ストローク，Dnをu回の繰返し応力を受ける長さとするとQceは次式で表すことができる．ただし，eはレールに対してr，ガイドブロックに対してgに読み換える***
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(3)　

　式(1)より，************
· 記号の説明を必ず本文中にすること．
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Fig. 1 Side view of fatigue life test rig
Table 1 Numbers of row and KA values
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K

A

1 1 1.1043 1.3292


· 式番号の後．1文字分空ける．

· 文章を書いたら最低でも声を出して5回読み返そう．

4．まとめ

得られた結果を簡潔に述べ，今後の研究への提言を行う．
後期は少しでも早く新試験機を動かせる状態にして，旧試験機とともにデータを****．

文献（以下8pt）
1) 著者名，題目，雑誌名，巻，号（年），pp. #-#．
2) 著者名，本の題名，出版社（年）．
・　参考文献は本文より1pt小さく8Ptにすること．

· 論文の引用と著書の引用は書き方が違う．

· 参考文献は学会や雑誌社でその書き方が異なる．
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